
第５学年 算数科学習指導案

日 時 平成２４年１０月５日（金）５校時

場 所 雫石町立雫石小学校 ５年２組教室

学 級 ５年２組（男１６名 女１５名 計３１名）

指導者 栗田 裕年（Ｔ１） 細川 義雄（Ｔ２）

１ 単元名

分数と小数 「分数と小数，整数の関係を調べよう」

２ 単元について

⑴ 教材について

商の表し方については，これまでに整除されない場合に余りを出したり，小数点以下まで割

り進んだり，ある位で四捨五入したりすることを学習してきている。また，第４学年，第５学

年では小数倍の意味を学習している。

これらをふまえて本単元では，分数の意味として，２つの整数ａとｂ（０でない）について

ａ÷ｂの商がａ／ｂという分数で表されること（商分数 ，また，ａ／ｂはａ÷ｂの結果を表）

すことを扱う。商を分数で表すことによって結果の処理が簡単になり，どんな場合でも結果を

正確に表すことができる。ここに，分数で商を表すよさがある。そして，除法の結果を分数で

表すことの理解を前提として，小数倍の見方を分数倍の見方に拡張し，第６学年の分数の乗除

計算へとつなげていけるようにする。

また，小数，分数，整数の相互関係に着目させることにより，数の概念の理解をいっそう深

。 ， ， ， ，めていく 整数 小数を分数になおしたり 分数を整数 小数になおしたりすることを扱うが

ここでは数の表し方についてその形を変えることを形式的に扱うことがねらいではない。分数

は任意の単位分数のいくつ分で数を表すが，小数，整数は十進位取り記数法により数を表す。

表し方を変えることを通して，分数，小数と整数を統合的にとらえることができるようにした

い。

⑵ 児童について

算数の学習に対して意欲的に取り組んでいる児童が増えてきている。課題に対して既習事項

をもとに自力で考えていこうとする姿も多く見られるようになってきた。しかし，挙手・発言

に意欲的な児童はまだ少なく，友達や教師の説明を聞き，何となくわかったつもりになってい

る児童も多い。

児童の既習事項に関するレディネステストの結果，１ｍを３等分した１つ分が１／３ｍであ

るという基本的な分数の意味を忘れている児童が多い。１／１０を単位とした分数は小数に，

小数は分数にという相対関係を忘れている児童が半数以上いる。等分除の場面をとらえて，除

法の立式は大半の児童が理解できている。この単元の学習の前に，朝学習や家庭学習等で補充

し，レディネスをととのえておきたい。

また，学級内には解決に時間がかかり個別の支援を必要としている児童が複数名いる。自分

のできるところで授業に参加しようとする意欲が見られるようになってきている児童がいる反

面，授業に集中できないでいる児童もいる。

これらの実態をふまえて，操作する活動，自分の考えをわかりやすく表現する活動，自分の

言葉で説明する活動等の算数的活動を単位時間の中に意図的に位置づけることで，児童が意欲

的に学べるようにしたい。

⑶ 指導について

分割分数（操作の分数）のイメージを強くもつ児童は「２ｍの三分の一は１／３ｍ」や

「２／６ｍ」とする誤答をしやすい。本単元では，そのような誤答を算数的活動を通して

「三分の一という単位分数が２つ分で２／３ｍ」と正していくこともねらいの１つとしたい。

また，整数，小数は分数でも正確に表せるため，整数，小数が分数の特殊なものとみる見方

をさせることもできる。数の表現としては分数の方が整数や小数より一般的であることを理解

させたい。



３ 単元の目標

○ 分数の見方や表し方及び分数と小数，整数の関係について理解し，分数についての理解を深

める。

関 整数の除法の商を分数で表せることのよさに気づき，分数と小数，整数を相互の形で表し，

学習に用いようとする。

考 分数と整数，小数は，表し方は違っても数としては同じものを表していることをとらえるこ

とができる。

技 ÷ を ／ ， ／ を ÷ とみたり，分数を小数で表したり，小数，整数を分数の形にa b a b a b a b
なおしたりすることができる。

知 整数の除法の結果は分数を用いると１つの数で表せることや，分数と整数，小数の関係を理

解する。

４ 指導内容の関連と発展

４年 ５年 ６年

５ 指導と評価の計画

全７時間（本時 ２／７）

評価規準・評価方法

数量や図形につい時間 ねらい・学習活動 算数への関心・ 数学的な考え方 数量や図形につ

ての知識・理解意欲・態度 いての技能

１ 既習事項について振り ◎除法と小数， ○既習の学習内

（ ，返り，分数の表し方や 分数の関係につ 容 除法と小数

意味について確かめ いて，既習の学 分数の関係）に

る。 習を振り返り， ついて，理解し

・プロローグを使って これからの学習 ている （レデ。

既習内容を振り返 に活用しようと ィネステストの

る。 している （学 記述の分析）。

・レディネステスト 習活動の観察）

２ 整数の除法の商は分数 ○整数の除法の ◎整数の除法の

を用いて表せることを 計算でわり切れ 商を分数で表し

（

本 理解する。 ないときも，そ たり，分数を整

時 ・２ のジュースを の商を分数を用 数の除法の式でL
３等分すると１つ分 いて表せること 表したりするこ

）

⑦小数のしくみ
・小数の位取り（ の1/1000

位までの小数）
・小数を 倍， にし10 1/10
たときの位の移り方

・小数の加減計算

⑫分数
・真分数，仮分数，帯分数

の意味
・仮分数，帯分数の関係
・大きさの等しい分数
・分数の加減計算

①整数と小数
・整数，小数の十進数とし

ての統一
10 100・整数，小数を 倍，

倍， ， にしたと1/10 1/100
きの位の移り方

④分数のわり算
・分数倍（第一，二，三用

法）

⑧分数と小数
・商としての分数の意味
・分数倍の意味
・分数，小数，整数の相

互関係



は何 になるか考 のよさに気づい とができる ノL 。（

える。 ている （発表 ートの自力解決。

・２÷３の商を分数で ・発言などの様 の状況）

表す。 子）

３ 分数倍の意味について ◎分数倍の意味 ○分数倍の意味

理解する。 について，既習 を理解してい

・４ｍ，２ｍは，３ｍ の整数倍や小数 る （ノートに。

の何倍にあたるか考 倍の意味と関連 よる練習問題の

える。 づけて考え，説 解決状況）

・基準量，比較量がど 明している 学。（

れかをとらえて立式 び合いでの発表

し，答えを求める。 の様子）

・倍を表す数に分数を

使うことがあること

をまとめる。

４ 整数の除法の商を小数 ◎分数を小数や

と分数で表すことを通 整数になおすこ

して，それらは等しい とができる ノ。（

ことを理解する また ートによる自力。 ，

分数を小数になおす仕 解決と練習問題

方を理解する。 の解決状況）

・３÷５の商を小数と

分数で表し，０．６

と３／５が等しいこ

とを数直線で確かめ

る。

・３／４，２／９を小

数になおす仕方を考

え，分数を小数にな

おす仕方をまとめ

る。

５ 小数を分数になおす仕 ◎小数を分数や

方を理解する。 整数になおすこ

・０．３，０．０９， とができる ノ。（

０．５７を分数にな ートによる自力

おす仕方を考え，小 解決と練習問題

数を分数になおす仕 の解決状況）

方をまとめる。

６ 整数を分数になおす仕 ○整数を分数に ◎分数と小数を

方を理解する。また， なおすことがで 同一数直線上に

分数と小数を同一数直 きる （ノート 表して大小を比。

線上に表し，大きさを による自力解決 べる方法を理解

比べることができる。 と練習問題の解 している （ノ。

・４，１２を分数にな 決状況） ートによる練習

おす仕方を考え，整 問題の解決状

数を分数になおす仕 況）

方をまとめる。

・４／５と０．７の大

小を，分数を小数に

なおしたり，数直線

上に表したりして比

べる。



７ 分数と小数，整数の関 ◎分数と小数，

係について，学習内容 整数の関係につ

の定着を確認し，理解 いて，基本的な

を確実にする。 学習内容を理解

・ しあげのもんだい している （ノ「 」 。

に取り組む。 ートによる練習

問題の解決状

況）

６ 本時の目標と展開

⑴ 目標

整数の除法の商は分数を用いて表せることを理解する。

⑵ 指導構想

本校では，算数科の学習に意欲的な児童もいるが， などの意識調査の結果から「算CRT
数があまり好きではない」と答える児童も多い。また，算数科に限らず「自分の解き方や考

え方を発表することを苦手」としている児童が多い。

そこで，本校では平成２２年度より「学ぶ楽しさを味わう授業をめざして」という共通テ

ーマを設定し，今年度は，子どもたちに学ぶ楽しさや意義を実感させていきたいという思い

から，算数科の授業の中に「算数的活動」を意図的に位置づけることとし，授業実践を積み

重ねている。

問題提示で「わりきれる問題とわりきれない問題」を提示することによって，わりきれない

整数の除法の商は小数では正確に表しきれないことがあることに驚きをもたせ，自力解決や学

， 。び合いの過程を通して その商は分数を用いると正確に表すことができることに気づかせたい

学級の児童は，算数の学習に関しての意欲が少しずつ高まっているが，導入や見通しをてい

ねいに扱わないと自力解決の途中で諦めてしまう児童もいる。また，自分の解き方や考え方を

説明することを苦手としている児童も多い。そこで，本時には算数的活動として，２ を３L
等分した図と１／３ の透明シートを各自に持たせ，図をもとに考えさせたり，自分の考えL
を図と言葉を使って説明させたりする活動を位置づける。

⑶ 展開

段階 学習活動と指導内容 指導上の留意点（○は評価）

導 １ 問題を把握する。 ・ジュースのかさや人数を□で提示し，そ

入 □Ｌのジュースを□人で等分すると， れぞれの場面で立式し答えを求め，正確

一人分は何Ｌですか。 に表すことができるか確認する。

・求めること，わかっていることを確認 ・１ のペットボトルを用意し，実際に分L
しながら，□に数値を入れる。 けてみる。

・立式する。 ・３人で等分したときには小数では正確に

ジュースのかさ÷人数＝一人分のかさ 表すことができないことを確認する。

１÷４ 小数 ０．２５Ｌ

分数 １／４Ｌ ・プロローグで１Ｌを等分したときの一人

２÷３ 小数 ０．６６６・・Ｌ 分が分数で表せることを想起させ，商を

分数で表すことができないか 分数で表すことができないか，という見

通しをもたせ，このことから課題を設定

２ 学習課題を確認する。 する。15
分 わり算の商を，分数で表す方法を考え

よう。

展 ３ 解決の見通しをもつ。 ・ ２が１ を３等分することができるかT L
開 ・図を使って考えれば解決できるという を問いかける。

見通しをもつ。 ・１／３ のシートを配付する。L



・２Ｌのますの図を配付し，３等分した１

こ分を色分けさせ考えさせる。

４ 問題を解決する。 ○【技能】１Ｌを３等分した１こ分は

・１Ｌのますの図を使って，２Ｌのジュ １／３Ｌ。２Ｌを３等分した１こ分は

ースを３等分すると１こ分は何Ｌにな １／３Ｌの２こ分になることを図を使

るかを考える。 って説明することができる。

（自力解決のノート，児童観察）

・努力を要する状況の児童への手立て

１／３に当たる量を実際に重ねてみ

て，それがいくつ分あるかを，個別

指導し，考えさせる。

５ 学び合う。

， 。⑴自分の考えを 図を使って説明し合う

１Ｌを３等分した１こ分は１／３Ｌ ・２／６や１／３等の誤答をＴ２から提示「 。

２Ｌを３等分した１こ分は１／３Ｌの し，２／３が正しい理由を話し合わせる

２こ分になるから，答えは２／３Ｌに ことによって，１／３をもとにして考え

なる 」 ることを定着させる。。

・２÷３＝２／３

⑵同じようにして，４Ｌのジュースを３ ・考えた事を小グループ毎で交流する。

等分すると１こ分は何Ｌになるかを考

える。

「１Ｌを３等分した１こ分は１／３Ｌ。

４Ｌを３等分した１こ分は１／３Ｌの

４こ分になるから，答えは４／３Ｌに

なる 」。

・４÷３＝４／３

( )２つの問題から共通することを話し合 ・２÷３＝２／３，４÷３＝４／３から，3
う。 一般化を図る。

・わられる数が分子，わる数が分母にな20
分 っている。

終 ６ まとめる。

末 整数どうしのわり算の商は分数で表す

ことができる。

□÷○＝□／○

７ 適用問題に取り組む。

教科書１０８，１０９ページ１ ，２，

を解く。

10
分 ８ 振り返る。 ・振り返りカード。



１０月５日（金）
わり算の商を分数で表す方法

を考えよう。

□Ｌのジュースを□人で等分す

ると，一人分は何Ｌですか。

１÷４ 小数 ０．２５Ｌ

分数 １／４Ｌ

２÷３ 小数 ０．６６６・・Ｌ

分数で表すことができないか

練習問題

整数どうしのわり算の商は分数で Ｐ１０８，１０９

表すことができる。

□÷○＝□／○ １ ２

○２÷３の商を分数で表す ○４÷３を分数で表そう。
方法を考えよう。

１Ｌを３等分
した１こ分は
１／３Ｌで，
２Ｌを３等分

した１こ分は
１／３Ｌの

２÷３＝２／３ ２こ分だから，
２／３Ｌ。

２／３Ｌ
４÷３＝４／３

４／３Ｌ

１Ｌ １Ｌ
１Ｌ １Ｌ １Ｌ １Ｌ

↓

１Ｌ １Ｌ

⑷ 板書計画

□

□÷○＝

○


